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    Eighty patients with ureteral stones underwent transurethral ureterolithotripsy using a rigid 
ureteroscope. In 68 of the patients (85%), the stones were removed successfully. Most of the 12 
failures were removed by a percutaneous approach. The main complications of transurethral ure-
terolithotripsy were high fever (35%), ureteral injury (10%) and ureteral stricture (1.6%). 
    Ureteroscopic procedures are thought to be useful in stone removal and diagnostic evaluation 
of abnormality of upper urinary tract. 
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緒 言
近年上部尿路結石の治療法は著 しい変化をとげてき











1984年9月 よ り1986年12月 まで の2年4ヵ 月間 に80
例 の 上部 尿路 結 石 に 対 してTULを 試 み た.84年 は5
例,85年 は26例,86年 は49例 で あ った.そ の 内訳 は 腎
結 石2例,尿 管 結 石78例 で,男49例,女31例,年 齢 は
19歳 ～70歳 平 均45歳,上 部 尿路 の特 殊 な 条 件 と しては
単 腎4例,す で に 腎痩 を 造 設 して あ る もの(PNLと
の併 用,機 能 回復 の た め の 腎痩)6例,同 側尿 管 切 石
の既 往 の あ る もの6例 で あ った.結 石 の 大 きさ と部 位
はTablelに 示 す とお りで あ る.
経 尿道 的 尿 管 砕 石術 の手 技 は 施 行 当初 か ら少 しず つ
変 化 してい るが,現 在 は 次 の 通 りで あ る.
硬 膜 外 麻 酔 下 で軽 い砕 石 位 を とる.膀 胱 鏡 に て患 側
尿管 口よ りガイ ドワイ ヤ ーを 結石 よ り上 部 に 挿 入 し,
これ を ス テ ン トに して 尿 管 拡 張 ブジ ー(ボ リエ チ レン
製,CookUrological)を12Frまた は14Frま で
拡 張 す る.こ れ で拡 張 の 困 難 の と きは 尿 管拡 張 バ ル ン
(BARD社 製)12Fr,15Frを併 用す る.尿 管 の 拡
張 に 余 裕 の あ る と き は さ ら にpcelaway(Cook
Urological)を 留 置す る.つ い で ガイ ドワイ ヤ ーに 沿
って 尿管 鏡を 挿 入す る.挿 入 した 段 階 で狭 窄 な どで 上
部 に進 め ない と きは 尿管 鏡 を 通 して 尿管 鏡 拡 張 バ ル ン
(3Pr,バ ル ン径15Fr)を 用 い,直 視 下 で拡 張 す る.









































































2,3日 後抜去する.硬 性尿管鏡はWolf社 製(11.5












例,尿 管鏡が結石まで到達できなかった り,結 石が腎
孟に逃げた りして砕石できなかったものを失敗例 とす
るとTable2に 示すごとくである.完 全除去例,不
完全除去例の成功例は80例 中68例 で,成 功率は85%で
あった.下 部尿管では35例 中2例 不成功で成功率94%,
中部尿管では19例 中3例 不成功で84%,上 部尿管では
24例中5例 不成功で79goで あり,上 部になるにつれ少
しずつ成績は悪くなっている.
腎結石の2例 は上腎杯にはまった結石で,試 みに行
なった ものである(Fig.1)・ なお1回 目の操作で結石
に到達できなかった り,残 石があった りし2回 行なっ





不成功の原因はTable3の とお りである.技 術的
に問題があったのは3例 で,施 行当初の例であ り,2例
が尿管に挿入できず,も う一例は結石に到達するも砕
竹内 ・ほか:経 尿道的尿管結石摘出術 ・硬性尿管鏡
石できなかった.尿 管狭窄のため結石に到達できなか
ったものは2例 で,ガ イ ドワイヤーが結石より上部に
上がらず尿管の屈曲の例1例,操 作時に腎に逃げてし
まったもの4例,大 きな腎結石の2例 などであった.
不成功例の処置はTable4の とお りで,経 皮的に
PNLに 切 り替え摘出したもの(腎 結石の合併例を含
む)7例,バ スケットカテーテルで摘出したもの1例
で,1例 初期の,退 院を急 ぐ例で尿管切石を行なった
経過観察の3例 のうち1例 は自排を期待し後に自排











尿管を損傷し,尿 の濫出をみた ものは8例 であり,∫-

























































で,尿 管結石の多くは先に導入 したPNLに て行な
い,本 格的にTULを 施行した のは85年 の半ばであ
















































































やすいかどうか,砕 石 しやすいかどうか,尿 管狭窄な






にも尿管鏡操作が行なわ り始めてお り2312),今 後泌
尿器科医にとって必須の技術 となるものと思われる.
結 語
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